
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

団 体 名 関市立小金田中学校 

実 施 日 時 平成２９年７月１２日（水）13:20～15:00（100 分）実施 

会    場 中学校・各家庭 

参 加 人 数 (給食試食会.講演会.子育てサロン)２２人・(在宅取組) 全家庭 

学習課題（分野） 「中学生の生活習慣」・「話そう！語ろう！わが家の約束」運動 

（基本的生活習慣） 

運営者の願い 「睡眠」という面からメディアとの関わり方を学ぶ。 

学 習 の 内 容 

＜年間の流れ＞ 

年間の願い：「スマートフォンや携帯電話などの通信機器に振り回されない生活を 

親子で考えよう。」 

＜給食試食会＞ 

月日 学習タイトルと学習形態 対象 

4 月 開級式 全保護者 

7月12日 Ｂ：給食試食会＋Ｃ：関市特別講座＋Ｄ：子育てサロン 1 年生保護者 

夏休み Ｅ：在宅取組 

(「話そう！語ろう！わが家の約束」運動) 

全保護者 

12 月 Ｃ：人権講演会 

（インターネットを使うときに気を付けること） 

全保護者 

冬休み Ｅ：在宅取組 

(「話そう！語ろう！わが家の約束」運動) 

全保護者 

 閉級式 全保護者 

・1年生の保護者を対象にした給食試食会を実施。 

＜関市特別講話＞ 

テーマ：「生活習慣で子どもは変わる」 

講 師：美濃加茂市立東中学校 安藤 美紀代 養護教諭 

① 挨拶（役員） 

② 講師紹介（校長先生） 

③ 講話 

・中学生の生活習慣調査データから睡眠と学習の関係について。 
 
＜子育てサロン＞ 

① 挨拶（役員） 

② 交流（20分） 

・グループの司会、記録（全体交流で  

発表）は役員さんが担当。 

 ・講話から子育てサロンにスムーズに   

移れるよう、講話もグループごとの 

机列で聴くことにされた。       

③ 全体交流（4グループの交流） 

④ 終わりの挨拶（役員） 

・講師へのお礼と、夏休みの在宅取組のお願い。 

 

＜参加者の感想＞ 

・7 時間以上の睡眠は、今の忙しさの中では無理だと思っていたが、メディ

ア時間を冷静に考え直せば、睡眠にできると思えた。親子で一緒になって

取り組みたい。 

 

学校行事参加型＋体験活動参加型＋講演会型＋子育てサロン型＋在宅取組型 

 
） 

＜年間テーマを軸に 

した取組＞ 

【年間の願い】 

  ↓ 

【生活習慣に関わる講話】 

   ↓ 

【子育てサロン】 

   ↓ 

【第 1 回在宅取組】 

   ↓ 

【情報機器に関する講

演会】 

講師：LINＥ株式会社 

   ↓ 

【第 2 回在宅取組】 

・年間のテーマを軸に活

動を組み合わせ、一貫

性のある取組が行わ

れた。 

＜取組の組み合わせで 

生まれた効果＞ 

給食試食会＋講話＋ 

子育てサロン 

・給食試食会でぐっと和

んだ参加者の雰囲気

は、最後の子育てサロ

ンまで持続。 

    ↓ 

・話しやすい雰囲気の中

での交流 

   ↓ 

・参加者の高い満足度に

つながった。 

 

＜事前の準備で 

スムーズな運営＞ 

・講話の座席は子育てサ

ロンのグループ座席。 

・グループ司会と記録は

役員さんが担当。 

・全体交流では記録者が

発表。 

・講話・交流・質疑応答

の時間を十分に確保

され、学びが深まっ

た。 

 

案内のおたより＜※１＞ 

＜家庭教育学級講座の 

学びを生かして実施＞ 

 授業参観の際の情報機器に

関する親子講話の学びを生か

して、第 1 回在宅取組の２つ

の目的と４つのポイントを、案

内のおたよりで分かりやすく

提案して実施された。 

〈さまざまな悩みを交流する

参加者の皆さん〉 



 

   

実― 

＜取組カードの工夫＞ 

・「話そう！語ろう！わ

が家の約束」運動の実

践カードを取組の目

的に合わせて作成さ

れた。（word 版データ

を活用） 
※岐阜県家庭教育 HP参照 

 

 

＜在宅取組：「話そう！語ろう！わが家の約束」運動＞ 

「親子でスマホ、携帯、ゲームやテレビ等への関わり方を見直そう」 

・学校で作成された取組カードに実践の記録をする。 

・取り組んだ感想、子どもへの励ましの言葉を書いた実践カードは、休み明けに学校に

提出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全校の取組カードを回収後、すぐに役員さんが取組の様子や感想をまとめた母親委員

だよりを発行された。（下記参照） 

 

 

 

〈
学
校
独
自
に
作
成
さ
れ
た
取
組
カ
ー
ド
〉 

役員さんのコメントで

取組を価値づけられて

います。 

第 2 弾の取組予定を知らせ、

活動への意識を持続できる

ようにされています。 

〈休み明けすぐに取り組みの結果を 

まとめられた母親委員会だより〉 

＜事後速やかに 

通信を発行＞ 

・夏休み明けすぐに取り

組み結果をまとめた

通信を発行。 

  ↓ 

・関心が冷めないうち

に、全校で取組を振り

返り、親の学びを共有

できる。 

・他の家庭のよさを自分

の家庭にも活かすこ

とができる。 

 

 ・わが家の約束宣言

の欄には、子ども

と親がそれぞれ約

束を宣言できるよ

うになっている。 

 

 ・取組期間は、夏期 

休業中であるこ

とを考え、10 日

間とされた。 


